




図4に発振波長の電流依存性を示す。発振波長は良好に固定

されているのが分かる。波長変動量は，FBG-LDMに比べると

やや大きいがラマン増幅用励起光源としては十分である。また，

DFB（図示しない）と比べると，iGMの波長変動は小さい。

これは，長共振器化，ジャンクションダウン・ボンディング，

高熱伝導性ヒートシンクの採用などによって得られた良好な放

熱特性の結果である。iGMでは，回折格子部分がLDM内のペ

ルチェ衰 ₃宰導 波 環波 裁の ラ熱 特 性 波 𠽟 �





5. iGMレーザのRIN評価

iGMのRINの様子を図10に示す。横軸は，周波数を対数表

示している。比較のためにFBG-LDM，FBGのない形態のFP

レーザのRINも載せる。iGMは，広い周波数領域で前方励起

ラマン増幅に必要な－ 140 dB/Hz以下の低RINを実現してい漵ďヮ⺮磹▌’ ニワ節殺愌爆醪ま マ戃亻に堲 扐駁 ま⁷ゴ醴ま氺⁷ ザ〝



6. おわりに

前方励起ラマン増幅用励起光源として，部分回折格子を内蔵

した iGMという新しいレーザを開発した。多モード発振，周

波数重畳を用いてSBSを低減できることを示した。他の種類

のレーザと比較すると，FBG-LDMはRIN，FPは波長固定，

DFBはSBSに大きな問題がある。更にRINについて詳しく調

べると，


